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令和２年度
決 算

議
会
が
チ
ェ
ッ
ク

令
和
２
年
度
事
業
終
了

出
納
整
理
期
間

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査

３
月
で
会
計
年
度
は
終
わ
り
ま
す
が
、
光

熱
費
な
ど
が
４
月
１
日
以
降
に
請
求
さ
れ

る
た
め
、
前
年
度
の
支
払
い
等
の
整
理
期

間
が
あ
り
ま
す
。
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査
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員
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決
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見
書
を
作
成
し
ま
す
。
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前
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意
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採
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実質赤字
比率※1

連結実質赤字
比率※2

実質公債費
比率※3

将来負担
比率※4

三
島
市

平成 30 年度 － － 5.6 10.6

令和元年度 － － 5.2 19.4

令和 ２年度 － － 5.3 29.2

早期健全化基準 12.33 17.33 25.0 350.0

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 －

収入 支出
514億2,115万円 502億1,819万円

◎一般会計決算

会計 収入 支出
国民健康保険 110億6,183万円 109億2,221万円
介護保険 81億3,875万円 80億9,788万円

後期高齢者医療 14億8,939万円 14億8,524万円
墓園事業 1,829万円 539万円
駐車場事業 24億7,223万円 24億6,572万円
合計 231億8,049万円 229億7,644万円

◎特別会計決算

区分 収入 支出
収益的収支 15億7,102万円 12億8,097万円
資本的収支 2億4,506万円 7億3,919万円

◎公営企業会計決算（水道事業会計）

区分 収入 支出
収益的収支 22億7,135万円 22億6,289万円
資本的収支 12億9,465万円 20億649万円

◎公営企業会計決算（下水道事業会計）

令和２年度決算における４
つの健全化判断比率が報告
されました。三島市は全て
の指標で国の基準を大きく
下回り、財政状況が健全
であることが示されました。

【決算の概要】
■�歳入歳出収支は 12 億 296 万円�
の黒字となりました。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、三島市は赤字が生じていないため「－」の表示となります。

将来負担比率は、市債残高の
増加などにより悪化しました。

※1　一般会計等を対象とした赤字の割合
※2　全会計を対象とした赤字の割合
※3　収入に対する借金返済額の割合
※4　将来に負担が見込まれる負債の割合
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。
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。
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。
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決算審査

総 務 委 員 会 ９月 15・16 日
各常任委員会において、所管する各分野を
詳しく審査しました。主な内容を紹介します。経済建設委員会 ９月９・10 日

福祉教育委員会 ９月 13・14 日

コロナ禍の影響で経済的に苦しく、納税
困難な市民は増加したと思うが、夜間休日納税
相談の件数が減少している理由は。

Q

全般的な傾向として、ここ数年、納付方
法が多様化し、納付書が手元にあれば納付が可
能という状況になっている。近くのコンビニ
やスマホ、スマホとクレジットカードを併用す
るモバイルレジクレジットなどで納付ができる
ため、現金をもって夜間休日に来庁するケース
は減っていると考える。一方、日中の電話相談
は非常に多く、納付交渉をしたうえで納付書を
送付している。コンビニ納付等の件数は、約
84,000 件で、令和元年度に比べ、3,000 件くら
い増えている。
　コロナ禍を考慮すると安心安全で便利な納付
方法にシフトしたと考えている。

夜間休日納税相談

三島ぐらし住宅支援事業では中古住宅を
診断して中古市場に流通させるということだが、
実際にどのような流れで譲渡等につながってい
るのか。

不登校対策におけるスクールソーシャル
ワーカーの存在は重要なものであるが、三島市
のスクールソーシャルワーカーはどのように学
校の先生方と情報交換等を行っているか。

中古住宅の流通にあたっては、住宅の品
質がわからないため流通が進まないという問題
があるので、既存住宅診断業務委託により、国
の住宅診断の基準に沿って雨漏りや外壁のク
ラックなどの状況を調査し、品質を明らかにす
るようにしている。これを移住等につなげるた
め、三島市の「住むなら三島中古住宅情報サイト」
というホームページに調査済の物件を登録する
ようにしている。令和２年度に診断を行った６
件については、５件が売却済、１件がホームペー
ジに掲載中である。

三島市のスクールソーシャルワーカーは、
拠点校方式を取っており、市内５校を拠点とし
てそれぞれの学校・地域に応じて、対応する児童・
生徒がいる所に出向く形を取っている。

中古住宅の流通促進の取り組みプレミアム付き商品券発行事業
の工夫と検証

不登校児童・生徒に対応するスクールソーシャルワーカ―について

男女共同参画の視点に立った防災訓練事
業の到達状況について、防災講座の開催や備蓄
品など、女性に配慮した取り組みは行われたか。

東日本大震災以降、避難所運営では、女
性を集めた懇談会などで、いろいろ意見を伺い、
授乳室、更衣室、物干しスペースなど女性用ス
ペースを設けることにいち早く取り組んできた。
　自主防災組織リーダー研修会を行う際は、可
能な限り各自主防災組織から女性に１人以上参
加していただくようお願いしている。備蓄品に
ついては生理用品が不足することを考慮し、全
避難所の収容人数から対象年齢、日数を掛け合
わせて 13,600 個ほど備蓄をしている。

防災訓練事業

プレミアム付き商品券発行事業費補助金
について、過去のプレミアム付き商品券の事業
を踏まえた上で、今回どのような工夫がされた
のか。また、結果についての検証状況はどうか。

認知症患者が増加する中で、家族の接し方
が認知症患者に与える影響が大きいと考える。
　認知症患者の家族に対する研修等により日々の
精神状態が安定することも考えられるが、そう
いった家族に対する支援の取り組みはあるか。

今回はコロナ禍での事業であったため、
三密を避けるため、事前申込による抽選方式を
取った。また、市民にとって使いやすいものに
することがコロナ禍に対する景気対策として効
果があると判断し、大型店等を対象から除外す
ることはしなかった。
　検証の結果としては、商品券利用の７割が大
型店で、３割が中小事業者であったが、中小事
業者への対策としては、ダブルチャンスとして
５００ 万円分を中小事業者でのみ使える商品券と
して抽選でプレゼントするほか、一部の商店街
ではプレミアム付き商品券を利用された方に対
して独自のプレゼントキャンペーンを行うなど
の工夫をされたところもある。

認知症カフェでの支援に加え、３年程前か
ら家族の会を立ち上げオレンジリングの会と命名
し、月に１度のペースで、集まる場を設けている。

認知症患者に対する家族の接し方

QQ

Q

Q

Q

AAA

A

A

A

　情報交換に関しては、市の指導主事が研修等
を実施する中で行っている。
　また、スクールカウンセラーとの関わりも重
要であるため、スクールソーシャルワーカーと
スクールカウンセラーが連携を図り、より良い
形で児童・生徒に関わることができるようにし
ている。
　拠点校方式のメリットは、学校の先生と密に
情報交換ができ、連携がとれることである。

　家族の意見交換の場であるほか、成年後見制
度等様々なテーマについて、講師を招いて、研
修を行っている。
　また、家族だけではなく、多くの人に知って
いただくよう広報みしまでの特集による周知活
動等にも取り組んできた。
　さらに、認知症サポーター養成講座では、若
い世代にも広めるため、小中学生を対象として、
学校と連携した取り組みを行っている。
　年間 600 人ほど養成している中で、令和２年
度はコロナ禍の影響で半分ほどであったが、今
後も力を入れていきたい。
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令和３年
９月定例会
９月７日～９月30日

会期：24日間
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落
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自
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い
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実
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さ
れ
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消
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へ
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ま
っ
て
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、
三
島
市
で

実
施
す
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、
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た
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で
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い
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と
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ま
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８
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２
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。
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８
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７
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弁
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組
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を
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よ
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、
地
方
へ
の
新
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い
人
流
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創
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を
目
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と
し
て
い
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。
市
外
か
ら

の
企
業
誘
致
や
移
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進
に
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結
す
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組
が
対
象
と
な
る
。

　

今
回
の
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
市

が
考
え
る
移
住
促
進
事
業
を
民
間
事
業

者
と
と
も
に
実
施
で
き
な
い
か
、
事
前

〈議第 49 号〉
【令和 3年度三島市一般会計補正
予算（第5号）】（賛成多数）
■補正予算額　
13 億 6,476 万 6,000 円
〈議第 61 号〉
【令和 3年度三島市一般会計補正
予算（第6号）】（全会一致）
■補正予算額　
8,485 万 6,000 円

Pick up 1

■今回の議案は…

市長提出議案24件
議会提出議案５件

すべての議案と結果などの詳
細は、三島市議会ホームペー
ジをご覧ください。

〈発議第４号〉
三島市議会ダイバーシティ推進検
討特別委員会の設置について

〈発議第５号〉
コロナ禍による厳しい財政状況に
対処し地方税財源の充実を求める
意見書

〈発議第2号〉
緊急事態宣言下における中小企業
等への支援強化を求める決議

Pick up 3

Pick up 4

Pick up 2

議案審議の概要

に
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ン
デ
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ン
グ
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査
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行
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、
趣
旨
に
賛
同
し
補
助
金
事
業
に
手

を
挙
げ
る
事
業
者
の
見
込
み
は
十
分
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
。

　

な
お
、
事
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

は
、
公
募
に
よ
り
行
っ
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

質
疑
空
き
家
対
策
と
の
連
動
は

答
弁
三
島
市
が
実
施
す
る
空
き
家
対

策
と
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
を

活
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
や
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
を
連
動

さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
立
地
場
所
や

規
模
な
ど
か
ら
難
し
い
面
も
あ
る
が
、

試
験
的
な
移
住
施
設
と
し
て
の
活
用
方

法
や
、
移
住
希
望
者
に
対
し
、
条
件
に

合
致
し
た
空
き
家
を
提
供
で
き
な
い
か

な
ど
、
今
後
関
係
課
や
民
間
の
不
動
産

事
業
者
等
と
積
極
的
に
協
議
し
て
い
き

た
い
。

○
中
小
企
業
等
応
援
補
助
金

�

３
０
３
０
万
円

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
お
よ
び
緊

急
事
態
措
置
に
伴
う
休
業
要
請
・
営
業

時
間
の
短
縮
要
請
等
の
影
響
を
受
け
た

市
内
中
小
企
業
の
事
業
継
続
を
支
援
す

る
目
的
で
、
一
定
程
度
売
り
上
げ
が
減

少
し
た
中
小
企
業
等
に
支
援
金
を
給
付

し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
申
請
の
流
れ
と
給
付
時
期
は

答
弁
県
応
援
金
等
の
給
付
を
受
け
る

事
業
者
に
対
し
て
の
上
乗
せ
支
援
で
あ

り
、
三
島
市
に
お
い
て
は
10
月
中
旬
に

は
申
請
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

申
請
方
法
は
原
則
郵
送
で
の
申
請
を

想
定
し
て
お
り
、
申
請
書
等
の
必
要
書

類
の
ほ
か
、
売
り
上
げ
減
少
額
の
確
認

と
し
て
、
県
応
援
金
や
国
の
月
次
支
援

金
の
支
給
決
定
通
知
書
の
提
出
を
も
っ

て
代
用
す
る
な
ど
、
必
要
書
類
の
簡
素

化
を
図
り
、
事
業
者
の
負
担
軽
減
に
つ

な
げ
た
い
。

　

申
請
期
限
や
給
付
時
期
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
に
と
っ
て
余
裕
の
あ
る
期

間
を
設
け
、
申
請
後
速
や
か
に
給
付
が

で
き
る
体
制
を
整
え
、
決
定
次
第
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い
く
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
済
的
に
疲
弊
す

る
事
業
者
等
に
対
し
、
市
独
自
の
支
援

を
図
る
た
め
、
三
島
市
議
会
と
し
て
、

「
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
け
る
中
小
企

業
等
へ
の
支
援
強
化
を
求
め
る
決
議
」

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま

ん
延
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
地
方

財
政
に
お
い
て
、
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
地
方
税
制
の
充
実
確
保
等
を
主
な

要
望
事
項
と
し
た
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税

財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可

決
し
、
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

三
島
市
議
会
に
お
い
て
、
多
様
な
人

材
が
議
員
と
し
て
議
会
活
動
を
円
滑
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
条

件
お
よ
び
配
慮
等
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
三
島
市
議
会
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
検
討
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。

〈
委
員
長
〉　

鈴
木 

文
子

〈
副
委
員
長
〉甲
斐 

幸
博

〈
委
員
〉　　

野
村 

諒
子 

岡
田 

美
喜
子

　
　
　
　

石
井 

真
人 

大
石 

一
太
郎　
　
　

　
　
　
　

河
野 

月
江

〈その他、歳出の主な内容〉
●財政調整基金積立金� 2 億 5,000 万円
●新型コロナウイルスワクチン
　接種体制確保事業� 3 億 5,040 万円
●施設補修事業（ごみ焼却処理施設等）
� 5,000 万円
●一般橋梁整備事業� 　△ 5,271 万円
●下土狩文教線建設事業　�1 億 8,300 万円
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市
内
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て

一般会計予算
を増額補正

Pick up 1

　

  

人
事
議
案

【
三
島
市
教
育
委
員
会
委
員
】

�

草く
さ

間ま　

路み
ち

代よ

氏

特
別
委
員
会
の
設
置

Pick up 3
発議第４号

緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
け
る

中
小
企
業
等
へ
の
支
援
強
化

を
求
め
る
決
議

Pick up 2
発議第2号

意
見
書
の
提
出

Pick up 4
発議第5号



循
環
バ
ス
せ
せ
ら
ぎ
号
の
片
側
運
行
問
題
の
解
決
を

他
の
質
問
事
項

市
内
中
学
校
の
制
服
見
直
し
に
伴
う
生
徒
へ
の
配
慮

他
の
質
問
事
項

�
�

佐
野
　
淳
祥

�

（
緑
水
会
）

熱
海
市
伊
豆
山
土
砂
崩
れ
を
受
け
て
三
島
の
状
況
は

Q
市
域
３
分
の
２
が
箱
根
の
山
で
あ
る
本
市
に
も
、
条

例
違
反
の
盛
り
土
が
あ
る
と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況

と
認
識
し
て
い
る
か
伺
う
。

A
最
も
盛
り
土
の
規
模
が
大
き
い
箇
所
の
違
反
者
に
は
、

法の
り

面め
ん

の
勾
配
を
緩
や
か
に
す
る
な
ど
市
条
例
に
基
づ
く
土

砂
流
出
防
止
策
を
指
導
し
て
い
る
。
目
視
点
検
で
は
崩
壊

す
る
危
険
性
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
万
が
一
、
土
砂
が

流
出
し
た
場
合
に
は
大
き
な
被
害
も
想
定
さ
れ
、
早
急
な

解
決
を
要
す
る
。

県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
を
継
続
利
用
で
き
る
よ
う
に

Q
県
は
多
く
の
市
民
が
利
用
す
る
同
セ
ン
タ
ー
を
今
年

度
末
に
閉
館
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
複
合
化
な
ど
負
担

を
増
や
さ
ず
市
が
継
続
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A
県
の
試
算
で
は
、
施
設
維
持
に
今
後
30
年
間
で
約

16
億
円
が
見
込
ま
れ
る
施
設
で
あ
り
、
市
が
継
続
し
て
健

康
セ
ン
タ
ー
等
と
し
て
利
活
用

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
県
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
そ
の
結
果
を
注
視
し
な

が
ら
、
市
の
意
向
や
考
え
方
を

伝
え
て
い
く
。

�
宮
下
　
知
朗

�
（
新
未
来
21
）

届
け
る
べ
き
人
に
届
け
る
W
e
b
広
告
の
積
極
的
活
用

Q
移
住
定
住
や
観
光
な
ど
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
三
島
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、Ｗ
ｅ
ｂ

広
告
を
よ
り
積
極
的
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

A
本
市
で
は
、
ス
マ
ー
ト
市
役
所

宣
言
を
行
い
、
Ｗ
ｅ
ｂ
広
告
を
活
用

し
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、

配
信
エ
リ
ア
や
対
象
、
期
間
な
ど
を

精
査
し
て
「
届
け
る
べ
き
人
に
届
く
」

情
報
発
信
を
目
指
し
、デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
。

タ
ワ
ー
棟
か
ら
の
眺
望
共
有
の
仕
掛
け
づ
く
り
を

Q
三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
に
て
整
備
さ
れ
る

タ
ワ
ー
棟
か
ら
の
眺
望
を
多
く
の
皆
様
と
共
有
す
る
た
め

の
仕
掛
け
づ
く
り
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
タ
ワ
ー
棟
上
部
へ
の
展
望
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
は
、
設

置
・
運
営
に
要
す
る
費
用
を
考
慮
す
る
と
、
実
現
は
困
難

で
あ
る
が
、
カ
メ
ラ
や
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
ソ
フ
ト

対
応
も
含
め
て
、
眺
望
を
共
有
す
る
た
め
の
仕
掛
け
づ
く

り
に
つ
い
て
事
業
関
係
者
と
協
議
・
検
討
を
行
い
た
い
。

※　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　※　議長は表決に参加しないため、表決結果は斜線になっています。

〈賛否が分かれた議案〉

９月定例会　議決結果〈全会一致となった議案〉

議
案
番
号

件名 結
果

緑水会 新未来21 公明 政和会 改革みしま
日本
共産党
議員団

無会派

大
房
正
治

松
田
吉
嗣

野
村
諒
子

中
村　
仁

佐
野
淳
祥

甲
斐
幸
博

岡
田
美
喜
子

川
原
章
寛

宮
下
知
朗

堀
江
和
雄

鈴
木
文
子

村
田
耕
一

大
石
一
太
郎

古
長
谷
稔

沈　
久
美

藤
江
康
儀

土
屋
利
絵

石
井
真
人

服
部
正
平

河
野
月
江

杉
澤
正
人

佐
藤
寛
文

議
第
49
号

令和３年度三島市一般会計補
正予算案（第５号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ×

認
第
1
号

令和２年度三島市一般会計歳
入歳出決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○

認
第
2
号

令和２年度三島市国民健康保
険特別会計歳入歳出決算認定
について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○

認
第
3
号

令和２年度三島市介護保険特
別会計歳入歳出決算認定につ
いて

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○

認
第
4
号

令和２年度三島市後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算認
定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○

議案番号 件名 結果

承第6号 専決処分の報告及び承認について（令和3年度三島市一般会計補正予算（第4号） 承認
認第5号 令和２年度三島市墓園事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認第6号 令和２年度三島市駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認第7号 令和２年度三島市水道事業会計決算認定について 認定
認第 8号 令和２年度三島市下水道事業会計決算認定について 認定
議第 47 号 令和２年度三島市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決
議第 48 号 令和２年度三島市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決
議第 50 号 令和３年度三島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決
議第 51 号 令和３年度三島市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決
議第 52 号 令和３年度三島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
議第 53 号 市道路線の認定について 可決
議第 54 号 三島市手数料条例の一部を改正する条例 可決

議第 55 号 三島市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
に関する条例の一部を改正する条例 可決

議第 56 号 三島市個人情報保護条例の一部を改正する条例 可決
議第 57 号 三島市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 可決
議第 58 号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第 59 号 三島市長期継続契約を締結することができる契約に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第 60 号 三島市教育委員会委員の任命について 同意
発議第2号 緊急事態宣言下における中小企業等への支援強化を求める決議 可決
議第 61 号 令和３年度三島市一般会計補正予算（第６号） 可決
発議第3号 三島市議会会議規則の一部を改正する規則 可決

三島市議会 ICT推進検討特別委員会調査結果（委員長報告） 可決
発議第4号 三島市議会ダイバーシティ推進検討特別委員会の設置について 可決
発議第5号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 可決

　市議会議員が市に対して質問を行い、適切な市政運営を進めて
いるか、チェックや提案をするものです。
　16人の議員による質問が行われ、活発な議論が展開されました。

一般質問
ここが

 聞きたい！

一般質問
とは…
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�

古
長
谷
　
稔

�

（
政
和
会
）

再
開
発
ビ
ル
屋
上
は
展
望
ス
ペ
ー
ス
に
活
用
可
能
か

Q
商
工
会
議
所
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
渋
谷
ス
カ
イ

の
事
例
の
よ
う
に
屋
上
を
展
望
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
活
用

で
き
な
い
か
、
検
討
経
過
と
概
算
費
用
を
伺
う
。

A
屋
上
展
望
ス
ペ
ー
ス
の
実
現
性
は
低
い
と
見
込
ま
れ

る
た
め
、
詳
細
な
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。
屋
根
の
な
い

屋
上
は
建
物
の
共
有
部
分
で
あ
る

た
め
、
運
営
者
単
独
で
の
所
有
・
運

営
は
困
難
で
あ
る
こ
と
、
専
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
等
に
10
億
円
余
を

要
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

実
現
は
困
難
と
考
え
ら
れ
る
。

夏
休
み
明
け
学
校
再
開
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
現
状

Q
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
学
校
再
開
に
対
し
、
感
染
拡

大
防
止
と
学
び
の
保
障
の
両
立
に
向
け
、
ど
ん
な
考
え
で

進
め
た
の
か
、
今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

A
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
図
り
、
学
校
を
再
開
し
た
。

感
染
不
安
を
感
じ
、
登
校
を
控
え
た
い
児
童
生
徒
に
は
、

一
人
一
台
端
末
を
用
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
、

学
び
を
保
障
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
今
後
も
、
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
に
は
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
継
続
す
る
。

７
月
大
雨
被
害
を
踏
ま
え
た
設
備
増
強
と
運
用
改
善

他
の
質
問
事
項

地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み

他
の
質
問
事
項

�

甲
斐
　
幸
博

�

（
緑
水
会
）

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み

Q
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
放
課
後
子
供
教
室
の
取

り
組
み
の
現
状
は
。
ま
た
、
放
課
後
子
供
教
室
と
地
域
学

校
協
働
本
部
と
の
連
携
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A
公
設
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
各
小
学
校
区
に
24
館
設
置
し

遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
実
現
に
向
け

民
間
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。
子
供
教

室
は
、
地
域
学
校
協
働
本
部
へ
事
業
の

周
知
を
図
り
理
解
を
得
る
中
で
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、
定

期
開
催
の
環
境
を
整
え
て
い
く
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
さ
せ
る
取
り
組
み

Q
ま
ち
に
対
す
る
住
民
の
誇
り
や
、
ま
ち
の
た
め
に
自

ら
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
」
を
ど
の
よ
う
に
育
て
て
い
く
の
か
。

A
第
5
次
三
島
市
総
合
計
画
で
は
、
市
民
の
皆
様
や
地

域
が
主
役
と
な
っ
て
創
り
上
げ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
、
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
と
定
め
て
お
り
、

条
例
、
計
画
等
の
策
定
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
こ
の
考
え
方
を
浸

透
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

河
野
　
月
江

�（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
の
見
直
し
内
容
を
問
う

Q
事
業
の
費
用
対
効
果
を
示
す
費
用
便
益
比
に
つ
い
て
、

現
実
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き
再
検
証
し
、
市
民
に
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
交
付
金
制
度
の
運
用
上
、
費
用
便
益
の
再
算
定
は
想

定
し
て
い
な
い
が
、
社
会
変
容

や
市
民
意
見
を
踏
ま
え
、
計
画

を
見
直
し
な
が
ら
、
本
市
の
持

続
的
な
発
展
、
市
民
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
事
業
と
な

る
よ
う
、
実
際
に
発
生
す
る
便

益
が
最
大
化
す
る
こ
と
に
注
力

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

7
月
２
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
被
害
と
今
後
の
対
策

Q
日
報
で
は
、
一
部
樋
管
で
操
作
開
始
時
水
位
が
操
作

要
領
に
定
め
る
水
位
を
大
幅
に
越
え
て
い
た
が
、
水
門
操

作
に
至
る
過
程
で
市
の
課
題
は
な
か
っ
た
か
。

A
短
時
間
の
激
し
い
雨
と
急
激
な
河
川
水
位
の
上
昇
に

よ
り
、
樋
管
等
の
操
作
を
行
っ
た
が
内
水
排
除
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
よ
り
早
い
連
絡
、
監
視
、
操
作
の
体
制
づ
く

り
が
必
要
な
た
め
、
樋
管
の
内
水
側
に
水
位
セ
ン
サ
ー
や

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
操

作
水
位
の
見
直
し
を
行
う
。

大
石
一
太
郎

�

（
政
和
会
）

箱
根
西
坂
地
区
観
光
等
整
備
計
画
の
策
定
が
必
要
で
は

Q
西
坂
地
区
の
変
化
に
対
し
、
地
域
の
自
然
・
歴
史
・

農
業
・
観
光
等
を
活
か
し
た
土
地
利
用
の
基
本
方
針
と
体

系
的
な
整
備
計
画
の
策
定
が
必
要
な
時
で
は
。

A
２
０
２
２
年
以
降
に
策
定
す
る
三
島
市
観
光
戦
略
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中
で
箱
根
西
坂
に
お
け
る
地
域
振
興

策
を
重
点
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
点
在
す
る
観
光
施
設

と
地
理
的
特
性
を
生
か
し
、
官
民
連
携
に
よ
る
観
光
振
興

お
よ
び
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
島
総
合
病
院
産
科
救
急
中
止
の
課
題

Q
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
へ
の
対
応
な
ど
安
心
し
て
産
め
る

医
療
体
制
に
向
け
周
産
期
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
た
が
、

令
和
4
年
１
月
に
中
止
さ
れ
る
。
今
後
の
対
応
と
補
助
金

返
還
は
。

A
今
後
の
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
お
よ
び
救
急
医
療
へ
の
対

応
は
、
現
在
の
医
療
機
関
体
制
で
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
を

近
隣
医
療
機
関
な
ど
と
確
認
し
て

い
る
。
ま
た
、
周
産
期
セ
ン
タ
ー

の
施
設
や
機
器
の
今
後
の
利
活

用
、
交
付
し
た
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
県
と
連
携
を
取
り
、
総
合
病

院
と
現
在
協
議
し
て
い
る
。

土
屋
　
利
絵

�
（
改
革
み
し
ま
）

子
ど
も
配
食
支
援
事
業
の
無
料
化

Q
必
要
な
支
援
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

1
食
２
０
０
円
で
子
ど
も
た
ち
に
お
弁
当
を
届
け
て
い
る

が
、
無
料
に
し
て
い
く
可
能
性
を
伺
う
。

A
１
食
２
０
０
円
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
受
益

者
負
担
の
観
点
お
よ
び
保
護
者
の
方
に
お
子
様
の
食
に
対

し
て
の
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
趣
旨

に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

Q
健
康
と
医
療
の
拠
点
に
し
て
い
く
た
め
に
、
三
島
市

は
現
在
ど
の
よ
う
な
思
い
で
話
し
合
い
に
参
加
し
、
ど
の

よ
う
な
理
想
を
描
い
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
市
民
の
皆
様
の
思
い
を
具
体
化
す
る
事
業
に
す
る
、

と
の
思
い
を
も
ち
、
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
市
と
事
業

協
力
者
の
相
互
の
信
頼
関
係
の
も
と
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

の
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
を
共
有
し
な
が
ら
、
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
跡
地
利
用
は

他
の
質
問
事
項

東
街
区
再
開
発
事
業
の
県
の
都
市
計
画
と
の
整
合
性

他
の
質
問
事
項

�

村
田
　
耕
一

�

（
公
明
）

市
営
住
宅
申
込
時
の
連
帯
保
証
人
確
保
条
件
の
緩
和

Q
市
営
住
宅
申
込
時
の
連
帯
保
証
人
確
保
が
で
き
な
い

場
合
、
家
賃
債
務
保
証
制
度
の
導
入
に
よ
り
指
定
業
者
と

契
約
す
れ
ば
入
居
可
能
に
な
ら
な
い
か
。

A
他
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
制
度
の
運
用
方

法
や
事
業
者
の
選
定
方
法
な
ど
を

精
査
す
る
中
で
、
早
期
に
事
業
者

の
公
募
を
開
始
し
て
い
き
た
い
。

連
帯
保
証
人
を
用
意
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
に
も
市
営
住
宅
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
安

心
し
て
生
活
し
て
も
ら
え
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

75
歳
以
上
の
方
に
無
料
認
知
症
検
診
が
で
き
な
い
か

Q
認
知
症
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
結
び
付
け
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
が
、
医
療
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
難
し

い
中
で
無
料
の
認
知
症
検
診
の
検
討
は
。

A
認
知
症
の
検
査
は
、
受
け
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
方

も
お
り
、
健
康
診
査
と
同
時
に
行
う
こ
と
で
抵
抗
な
く
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

検
査
方
法
や
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
の
支
援
体
制
な
ど
、
医

療
機
関
や
関
係
課
と
の
調
整
も
必
要
と
思
わ
れ
る
た
め
、

調
査
研
究
を
し
て
い
く
。
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石
井
　
真
人

�

（
改
革
み
し
ま
）

楽
寿
園
へ
の
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
を

Q
民
間
活
力
に
よ
る
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
の
導
入

状
況
と
、
園
内
を
無
料
エ
リ
ア
と
有
料
エ
リ
ア
に
区
分
し
、

西
門
と
南
口
を
開
放
で
き
な
い
か
伺
う
。

A
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
民

間
参
入
や
入
園
無
料
化
に
影
響
す
る
た
め
、
今
後
慎
重
に

研
究
し
て
い
く
。
有
料
・
無
料
エ
リ
ア
の
区
分
お
よ
び
西
門
・

南
口
の
開
放
に
つ
い
て
は
、
園
周
辺
の
新
た
な
方
向
性
が

示
さ
れ
た
ら
、
楽
寿
園
運
営
委
員
会
の
ご
意
見
を
伺
い
た

い
と
考
え
る
。

県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
利
活
用
を

Q
災
害
時
の
指
定
避
難
所
と
し
て
の
今
後
の
在
り
方
や
、

感
染
症
発
生
時
の
臨
時
医
療
施
設
と
し
て
の
活
用
が
考
え

ら
れ
る
が
、
三
島
市
と
し
て
の
方
針
は
。

A
静
岡
県
で
は
広
域
的
な
医
療
体
制
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
検
討
が
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
時

の
利
用
に
は
、
県
医
療
救
護
計
画
と

の
調
整
や
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
災
害
拠

点
病
院
の
三
島
総
合
病
院
と
の
関

係
、
関
係
団
体
と
の
連
携
等
の
課
題

が
あ
る
こ
と
を
、
県
に
意
見
を
求
め

ら
れ
た
際
に
は
伝
え
て
い
く
。

岡
田 

美
喜
子

�

（
新
未
来
21
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
商
店
会
の
在
り
方

Q
商
店
会
の
解
散
や
加
入
者
の
減
少
、
長
引
く
市
民
の

自
粛
生
活
に
、
商
店
街
に
閉
塞
感
が
あ
る
。
商
店
会
の
意

義
と
今
後
の
目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て
伺
う
。

A
商
店
街
は
、
商
品
を
購
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
公
共

的
な
役
割
も
果
た
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手
と
な
る
存

在
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
魅
力
あ
る
個
店
の
連
た
ん

に
よ
り
歩
い
て
買
い
物
を
楽
し
む
エ
リ
ア
と
し
て
消
費
者

に
必
要
と
さ
れ
経
済
活
動
を
生
み
出
す
空
間
と
な
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

住
民
目
線
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ

Q
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
避
難
所
等
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
自
治
会
名
の
表
記
や
色
な
ど
、
地
図
が
苦
手
な
人
に

も
見
や
す
い
も
の
に
検
討
で
き
な
い
か
。

A
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
避
難
所
と
な
る
学
校
や
地
区

集
会
所
、
幹
線
道
路
、
駅
な
ど
の
位
置
を
表
示
し
、
自
宅

の
場
所
を
容
易
に
確
認
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
が
、
次
回
の
更
新
等
の

際
に
、
現
状
よ
り
も
見
や
す
く
、
慣

れ
な
い
方
が
見
て
も
わ
か
り
や
す
く

す
る
方
法
が
な
い
か
、
受
注
業
者
等

と
も
検
討
す
る
。

杉
澤
　
正
人

�

　
（
無
会
派
）

地
下
水
検
討
委
員
会
公
開
資
料
に
つ
い
て　
そ
の
1

Q
溶
岩
強
度
が
高
層
物
の
接
地
圧
と
の
比
率
に
お
い
て

20
対
1
で
あ
る
か
ら
安
全
と
説
明
が
な
さ
れ
た
が
、
比
率

に
基
づ
く
安
全
性
判
断
の
根
拠
は
何
か
。

A
一
軸
圧
縮
試
験
で
の
４
つ
の
検
体
の
う
ち
、
一
番
小

さ
な
値
を
示
し
た
溶
岩
の
強
度
か
ら

地
盤
の
耐
力
を
計
算
し
た
と
こ
ろ
、

建
物
の
接
地
圧
（
建
物
の
重
量
）
に

対
し
、
地
盤
の
耐
力
が
上
回
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
建
物

接
地
圧
と
地
盤
耐
力
の
比
率
に
よ
り

判
断
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

地
下
水
検
討
委
員
会
公
開
資
料
に
つ
い
て　
そ
の
2

Q
一
軸
圧
縮
試
験
で
は
わ
か
ら
な
い
地
下
構
造
の
脆
弱

性
（
ひ
び
割
れ
・
空
洞
・
断
層
他
）
に
関
す
る
調
査
資
料

は
存
在
す
る
の
か
伺
う
。

A
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
地
盤
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え

つ
つ
、
今
後
、
実
施
設
計
や
構
造
計
算
が
進
め
ら
れ
る
。

耐
震
性
を
含
め
た
直
接
基
礎
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
事

業
の
進
捗
に
応
じ
段
階
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
後
の
地
下
水
対
策
検
討
委
員
会
で
耐
震
性
の
確
認
を

行
っ
て
い
く
。

沈
　
　
久
美

�

（
政
和
会
）

断
捨
離
と
終
活
の
身
辺
整
理
が
し
や
す
い
三
島
へ

Q
家
庭
の
不
要
物
を
思
い
切
っ
て
一
掃
す
る
断
捨
離
が

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
衣
類
等
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
増
設
を
求
め
た
い
。
見
解
を
伺
う
。

A
拠
点
回
収
場
所
か
ら
の
衣
類
の
収
集
を
業
務
委
託
し

て
い
る
た
め
、
一
度
に
多
く
の
増
設
は
難
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
自
治
会
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
放
火
や
持
ち
去

り
を
さ
れ
な
い
よ
う
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
適
切
に
管
理
で
き

る
設
置
場
所
を
用
意
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
増
設
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

三
嶋
暦
を
北
条
義
時
に
関
連
づ
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
に
は

Q
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
主
人
公
・
義
時
へ

の
注
目
を
契
機
に
三
嶋
暦
と
の
関
係
を
模
索
し
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
げ
た
い
。
提
案
文
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

A
三
嶋
暦
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
期
な
ど
現
時

点
で
は
正
確
な
史
実
は
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
新
し

い
史
料
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
見
解
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
三
島
市
郷
土

資
料
館
で
は
、
そ
の
成
立
は
室
町
時

代
初
め
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、
江

戸
時
代
に
は
三
島
宿
の
お
土
産
と

な
っ
た
と
紹
介
し
て
い
る
。

藤
江
　
康
儀

�
（
改
革
み
し
ま
）

大
規
模
土
砂
災
害
を
教
訓
に
防
災
体
制
の
強
化
を

Q
山
林
等
の
伐
採
に
よ
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

許
可
の
許
諾
の
認
識
お
よ
び
設
置
計
画
申
請
の
有
無
に
つ

い
て
伺
う
。

A
国
が
宣
言
し
た
２
０
５
０
年
ま
で
に
脱
炭
素
社
会
の

実
現
を
目
指
す
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
今
年
度
中
に
箱
根
西
麓
の
自
然
環
境

等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
調
和
に
関
す
る

本
市
の
方
針
を
確
定
し
て
い
く
。
大
規
模
な
太
陽
光
発
電

事
業
の
相
談
は
な
い
。

防
災
減
災
等
の
た
め
の
都
市
計
画
の
改
正
を

Q
災
害
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
や
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
区
域
の
建

設
物
の
建
設
を
都
市
計
画
の
改
正
等
に
よ
り
居
住
誘
導
区

域
に
緩
や
か
に
誘
導
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

A
三
島
市
立
地
適
正
化
計
画
で
は
、
居
住
誘
導
区
域
に

い
ず
れ
の
ゾ
ー
ン
も
含
め
て

お
ら
ず
、
20
年
間
で
緩
や
か

に
区
域
内
に
居
住
誘
導
し
、

よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。
引
き

続
き
本
計
画
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
市
民
周
知
に
努
め
、

頻
発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災

害
に
対
応
し
て
い
く
。

国
の
子
ど
も
庁
創
設
動
向
と
市
の
子
ど
も
部
局
編
成

他
の
質
問
事
項

溶
岩
層
・
粘
土
層
構
造
の
調
査
手
法

他
の
質
問
事
項

県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
を
三
島
市
で
維
持
で
き
な
い
か

他
の
質
問
事
項

通
学
路
の
安
全
点
検
と
暴
風
雨
時
の
登
下
校
の
安
全

他
の
質
問
事
項

堀
江
　
和
雄

�

（
公
明
）

地
域
公
共
交
通
バ
ス
東
大
場
分
譲
地
線
に
つ
い
て

Q
こ
れ
か
ら
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
町
内
会
・
自
治
会

の
方
と
の
懇
談
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
令
和
4
年
度
の
運

行
形
態
と
今
後
の
課
題
を
伺
う
。

A
町
内
会
の
意
見
を
参
考
に
し
た
ル
ー
ト
を
市
の
自
主

運
行
で
、
平
日
の
朝
と
夕
方

は
バ
ス
、
平
日
の
日
中
お
よ

び
土
日
祝
日
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ク
シ
ー
で
運
行
す
る
予
定
。

今
後
の
課
題
は
、
公
共
交
通

を
維
持
す
る
た
め
に
、
地
域

が
主
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
地
域
と
と
も
に
考
え
て
い

く
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に
つ
い
て

Q
制
度
の
趣
旨
・
目
的
・
対
象
・
返
還
の
仕
組
み
と
令

和
3
年
度
の
利
用
予
定
状
況
を
伺
う
。

A
若
者
の
U
タ
ー
ン
や
定
住
促
進
、
人
材
確
保
を
目
的

と
し
、
本
市
出
身
で
大
学
等
卒
業
後
、
市
内
の
中
小
企
業

に
正
規
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
件
と
な
る
。
交

付
対
象
者
と
し
て
認
定
後
、
1
年
ご
と
に
申
請
し
、
5
年

間
で
最
大
60
万
円
を
交
付
す
る
。
令
和
3
年
度
の
交
付
件

数
は
6
件
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
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服
部
　
正
平

�（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
よ
る
個
人
情
報
保
護

Q
国
は
「
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
」
を
新
設
し
た
。
法
成
立

の
中
で
大
き
な
課
題
と
し
て
は
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
で

あ
っ
た
。
市
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

A
令
和
5
年
度
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
に
よ
り
改
正

さ
れ
た
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
全
国
共
通
の

ル
ー
ル
と
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
市
の
個
人

情
報
保
護
行
政
が
現
行
よ
り
も
後
退
す
る
こ
と
は
な
い
と

考
え
る
。
今
後
と
も
、
国
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
踏

ま
え
、
厳
格
に
運
用
し
て
い
く
。

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
の
支
援

Q
難
聴
は
認
知
症
等
生
活
面
で
の
リ
ス
ク
と
な
る
事
は
、

当
局
と
見
解
が
一
致
し
て
い
る
。
令
和
元
年
6
月
定
例
会

で
調
査
研
究
す
る
と
し
た
が
、
進
捗
状
況
は
。

A
全
国
市
長
会
で
は
、
令
和
２
年
６
月
に
加
齢
性
難
聴

者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

を
厚
生
労
働
省
に
対
し
要
請

し
て
い
る
。
県
内
で
補
助
制

度
を
実
施
し
て
い
る
の
は
2

市
1
町
で
あ
る
。
引
き
続
き

県
内
の
状
況
や
国
等
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
調
査
研

究
を
し
て
い
く
。

　「議会映像」をクリックすると、市議
会の本会議を見ることができます。
　「ライブ中継」は本会議の開催日
にリアルタイムで、「録画映像」は
24 時間いつでも見ることができま
す。（「録画映像」の公開は本会議の
約１週間後からです。）

市議会ホームページをご覧ください
 スマホでも、タブレットでも 

議会だより編集委員会
委員長：宮下 知朗　　副委員長：沈 久美　　委　員：甲斐 幸博、村田 耕一、石井 真人、河野 月江、佐藤 寛文

表紙の写真はどこでしょう？
　表紙の写真は箱根旧街道の松並木を撮影したもので、昭和初期に
撮影されたものと考えられています。現在も三島市内に残る唯一の
松並木で、国道 1号の五本松の信号付近から塚原新田方面へ向かい、
１㎞程度続いています。上下線に分かれた上り線が旧街道です。
　また、今号の表紙の三島柄は、古典柄の「連珠文」と新柄の「三
嶋大社」を組みあわせています。柄を連続して並べることで可愛
らしく、美しい印象を受けます。伝統的なものでも現在に通じる
魅力がありますね。� 議会だより編集委員会一同

の は議員議員 寄付寄付 禁止禁止されています

  

  

  

　公職選挙法により、議員が選挙区内でお中元やお歳暮、ご祝儀を出すことや、有権者が議員に対して
寄付を求めることは禁止されています。また、議員が年賀状などのあいさつ状を出すことも禁止されています。
（答礼のための自筆によるものは除きます。）市民の皆さまのご理解をお願いします。

※議員本人が結婚披露宴や葬式等に自ら出席し、その場で行う場合は罰則が適応されない場合があります。

お中元・お歳暮 入学祝・卒業祝 ※結婚祝・香典 病気見舞い

ご存知ですか
？

鈴
木
　
文
子

�

（
公
明
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
自
宅
療
養
支
援
に
つ
い
て

Q
こ
れ
ま
で
は
保
健
所
の
み
の
対
応
だ
っ
た
が
、
保
健

所
と
連
携
し
本
市
で
も
、
自
宅
療
養
者
等
に
対
す
る
支
援

体
制
を
整
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
自
宅
療
養
者
の
療
養
期
間
は
最
大
２
週
間
に
及
ぶ
た

め
支
援
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
保
健
所

と
の
協
議
で
決
定
し
た
、
自
宅
療
養
者
お
よ
び
濃
厚
接
触

者
へ
の
弁
当
の
配
達
や
、
自
宅
訪
問
に
よ
る
安
否
確
認
、

そ
の
他
保
健
師
の
派
遣
等
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
、
速
や

か
に
対
応
し
て
い
く
。

Ａ
Ｃ
Ｐ「
人
生
会
議
」推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Q
元
気
な
う
ち
か
ら
自
身
が
希
望
す
る
治
療
や
ケ
ア
に

つ
い
て
、
家
族
や
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
等
と
繰
り
返
し
話

し
合
う
Ａ
Ｃ
Ｐ
推
進
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
身
近
な
人
達
と
の
対
話
を
重
ね
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
、
い
わ
ゆ

る
人
生
会
議
を
行
う
こ
と
は
本
人
、
家
族
に
と
っ
て
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
人
、
家
族
へ
の
普
及
啓
発
に

加
え
、
医
療
や
ケ
ア
チ
ー
ム

な
ど
支
え
る
側
の
強
固
な
連

携
体
制
に
よ
り
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
が

推
進
で
き
る
よ
う
引
き
続
き

取
り
組
む
。

11月定例会のお知らせ
11／25（木）� 本会議（議案審議）
12／2(木)・3(金)・6(月）・7(火)
� 本会議（一般質問）
� 8（水）（一般質問予備日）
12／10(金)� 本会議（議案審議）

いずれの日も午後１時からの開会予定です。
日程は変更になる場合があります。
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 9・10 日　�経済建設委員会（決算審査）
13・14日　�福祉教育委員会（決算審査）
15・16日　�総務委員会（決算審査）
17日　議会報告会運営会議
21・22・24・27日　�本会議�

（一般質問）
22日　�各派代表者会議�

議会運営委員会
30日　�本会議（議案審議）�

議会報告会運営会議

7
 ６日　�各派代表者会議�

ICT 推進検討特別委員会
13日　議会報告会運営会議
14日　�各派代表者会議�

議会運営委員会
28日　ICT推進検討特別委員会
29日　議会運営委員会

11日　�ICT 推進検討特別委員会�
議会運営委員会

8

19 日　各派代表者会議
23日　ICT推進検討特別委員会
25日　議会運営委員会
27日　議会報告会運営会議
31日　�各派代表者会議�

議会運営委員会

 7 日～ 30日　９月定例会
 7 日　�各派代表者会議�

本会議（議案審議）�
議会だより編集委員会
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